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１．概要（Summary） 

現在、我々はアクチュエータ用途向けに圧電薄膜材料

を用いた圧電MEMSデバイスを開発中である。 

今回、アクチュエータ性能を決定する振動板の動作状

態を確認すること目的に、マイクロシステムアナライザによ

る変位量の測定を実施した。測定データを解析することに

より、振動板の共振特性及び変位量を把握すると共に、2

次元観察モードから、振動板の動作状態を可視化するこ

とで、共振モード及び高調波モードの複雑な可動状態を

確認することができた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マイクロシステムアナライザ MSA-500 

【実験方法】 

測定する評価デバイスとして、カンチレバー構造(3×

2mm)及びメンブレン構造(φ4mm)の振動板を有する圧

電 MEMS デバイスを用いて、振動板の動作状態を観察

した。振動板全体の動きを把握するために、2 次元観察

モードにより、カンチレバー型では 35 点の測定点を設定、

またメンブレン型では 278 点の測定点を設定し、変位量

の測定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Cantilever type (left), Membrane type (right). 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 カ ンチレバー型振動板における共振特性は

fr=2.55kHz であり、振動状態は不要振動の無い上下振

動であることが確認できた。 

一方、メンブレン型振動板の共振特性は fr=21.4kHzで

あり、2 次(42.8kHz)及び 3 次(64.2kHz)の共振特性を持

つことが確認された。1 次共振振動は、メンブレンの中心

が最大変位を示す上下振動であることが確認できたが、2

次及び 3 次共振振動は、複雑な振動状態であることが確

認され、アクチュエータ性能にとっては改善すべき点であ

ることが示唆された。 
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Fig. 2 Output image of the both measurements. 
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